








いる（石原 2018; 小野 2019; 又地 2017）．子どもの学
習にとって教師の指導力量が重要な要因であることは
多くの研究によって支持されており（OECD 2005; 
UNESCO 2004; UNESCO 2014），指導力量の改善の
ため，これまで現職教育に多大なリソースが投入され
てきた．にもかかわらず，初等学齢人口の約三分の一
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タイ，ベトナム．域内の人口は 6 億 5 千万を数え，名












を も と に 後 発 開 発 途 上 国（Least Developed 
Countries: LDC）を認定している．2018 年 12 月現在，






か国のうち，ASEAN 諸国内ではシンガポールが 9 位
と最も高く，カンボジア，ラオス，ミャンマーはそれ
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３．カンボジアにおける教育開発の成果と課題　
3.1. 初等教育のアクセス









（Education for All: EFA）をスローガンに途上国の教
育セクター支援を重視したことから，カンボジアの教








　1996 年に導入された現行の学校制度は 6 ＋ 3 ＋ 3
制である（表１参照）．1997 年には，小学校純就学率
は全国平均で 54.5％であったが，69.5％（2001 年），
76.0％（2004 年）と着実に上昇した（Benveniste et 





２　カンボジア国内の 3 州で収集したデータによると，小学校から中学校への進学率は 60％，中学・高校での退学率は 25％と推定
している．中学から高校への進学率は 43％と推定された．（MoEYS 1994, p.20）























１ 人 当 た り
ＧＤＰ　（＄） 1,504 2,566 1,300 2,551 3,104 3,871 7,448 11,072 30,668 64,579
人口（千人） 15,762 6,758 52,885 94,549 103,320 261,115 68,864 31,187 423 5.622
出 生 時
平 均 余 命 69 67 67 76 69 69 75 75 77 83
人 口 増 加 率
（％） 2.2 1.8 1.0 1.3 2.0 1.4 0.8 2.1 1.9 2.4
特 殊 合 計
出 生 率（%） 2.6 2.7 2.2 2.0 2.9 2.4 1.5 2.0 1.9 1.2
貧困ライン以
下の人口（％） 17.7 23.4 32.1 9.8 21.6 10.6 8.6 − − −
都市人口（％） 21 40 35 34 44 54 52 75 78 100








シア語 タイ語 マレー語 マレー語 マレー語
初 等 教 育
純就学率（％） 95 93 95 98 96 90 91 98 − −
成 人 識 字 率
（％） 74 58 76 94 96 95 93 93 96 97
対ＧＤＰ教育
支　出 （％） 2.16 2.94 1.97 4.17 − 3.58 − 4.53 4.43 −
学 校 制 度 6/3/3 5/4/3 5/4/3 6/3/3 6/4/2 6/3/3 6/3/3 6/3/2 6/5 6/4/2













































校卒業後 2 年間の養成教育）を標準としていた（表 3
参照）．しかし，2018 年末にプノンペンとバッタンバ
ンに，初等・前期中等教員の養成を目的とする教員養
成 大 学 が 開 校 し た こ と に 伴 い，PTTC は 16 校，













































各１校 高校卒業 2 年
中 学 校
教　　員




け，各１校 高校卒業 2 年
高校教員 国立教育大学　（NIE）
首都プノン





44 国際教育協力研究　第 14 号
学と養成にかかわって，カンボジアの問題点を整理し
ておきたい．




月中旬に公表された．RTTC の願書受付は 9 月中旬
に締め切られ，１か月後の 10 月中旬に入試，11 月か
ら授業開始であった．幼稚園教員，PTTC の願書締
め切りは 10 月下旬，入試は 11 月下旬であった．授業
は 12 月に開始されている 3．1 年生は 6 週間，2 年生
は 8 週間の教育実習が行われる．養成課程を卒業する
ためには最終試験に合格することが必要であるが，ほ
とんど全員が合格する（Tandon & Fukao 2015, p.41）． 
　教員養成校の入学定員は教員の需給関係と，予算を
めぐる省庁間の交渉によってきまる．2012 年の時点
では，教員養成校 1 校あたりの志願者は 1200 名を超
えるが，合格者は 160 名との報告がある（Tandon & 
Fukao 2015, p.34）．昔から志願者が定員を大きく上回








校は E である（Tandon & Fukao 2015）．2012 年の調
査では，初等教員養成校では，A，B の成績上位者は





生活補助が支給される（前田 2003, 平山 2010）．教員
養成校に入学すれば早い段階で将来が保障されるため，
社会経済的階層の比較的低い学生を取り込んできたが
（荻巣 2018; Tandon & Fukao 2015; Williams, Kitamura, 
Ogisu & Zimmerman 2016），その多くが高校での成績
は不振で下位レベルである（Benveniste et al. 2008; 



























































えてくれるものに，「開発のための PISA」（PISA for 
Development: PISA-D）がある．これは PISA 開発の
枠組みを維持しつつ，途上国の文脈により適切な学力
アセスメントとして機能するように作られたものであ
る 5．PISA-D は PISA 同様，15 歳の生徒をターゲッ
トとして，読解力，数学，理科の学力を測定し，その
結果を途上国の政策立案に有効に活用することが期待
されている（OECD 2018）．カンボジアでは 2017 年
12 月に約 5000 人の生徒を対象に PISA-D が実施され
た．その結果，カンボジアの平均点は読解力 321 点，
数学 325 点，理科 330 点であった．PISA-D では得点


















したのはわずか 8％，3 年生ではわずか 2％であったこ
と，都市部と農村部，社会経済的地位の違いによる学
力差が観察された（UNIVERSALIA 2019, pp.89-90）．



















（Rectangular Strategy for Growth, Employment, 


















































６　生徒が 21 世紀型スキルを獲得し，労働環境に適応できるような能力を育成することを目的に 2015 年から始められた新しいタ
イプの学校．アメリカのチャータースクールに近い運営形態をとる．学校はより主体的に運営する代わり，学習成果に対して責
任を持つ．2018 年現在，10 校，4000 人の学生が在籍するという．（Donaher & Wu, 2020）
SCHOOL GRADE 2014 2015
KHMER MATH PHYSICS KHMER MATH
Grade 3 35.2% 41%





4.2. 教育戦略計画（Educational Strategic Plan: ESP）
　ESP は，NSDP に基づいて，四角形戦略との整合
性を取りながら，MoEYS が作成する教育開発 5 か年
計画である（MoEYS 2013）．ESP2019−2023 （MoEYS 
2019a）が最新であるが，教員の学士化に言及したの
は ESP2014-2018 で あ る．2013 年 策 定 の ESP2014-














































4.3. 教員政策行動計画（Teacher Policy Action Plan: TPAP）
　TPAP の策定にあたっては世界銀行（World Bank，
以下世銀）の関与が大きい．2011 年，世界銀行は独
自に開発した SABER Teachers （Systems Approach 




施している（Tandon & Fukao 2015）．その結果をも
表５．教員政策・教員政策行動計画指針
項目 内容
ビ ジ ョ ン 知識，技術，倫理および専門的能力が社会から認められるような教員を養成する
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とにプロジェクトチームが組織され，TPAP が策定
されたという（深尾・宮島 2018, p.264）．そのため，
































　JICA ウエッブページには，2018 年 12 月 12 日付で
「カンボジア初となる 4 年制教員養成大学が JICA の
支援により開校」という記事が掲載されている．

























3.1.2 Revise PRESET 
curriculum across all 
levels
3.1.2.1 Create B.Ed. (12+4) PRESET 
curriculum for Grade 12 graduates to 
become Basic Education teachers in 
RTTCs focussing on Psycho-
pedagory, ICT, methodology, foreign 
languages, Math and Science
Curriculum 
Completed






3.1.3.1 Pilot B.Ed. (12+4) PRESET at two 












3.1.3.2 Pilot BA+1 PRESET at two RTTCs 
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